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知的障害のある生徒におこなう 昔話のマルチセンソリ ー ・ ス ト ーリ ーテリ ング- 語り手の工夫に焦点を当てて一 
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背景 : 昔話のお話語り は、 こ と ばを育て、 多様な価値観 を育むこ と ができ る。 多感覚に訴え るマ ルチセ ンソ リ ー ・ ス ト ー

リ ー テリ ングは知的障害のあ る児童生徒にも参加可能であ るが日本では普及し ていない。

目的 : 日本の特別支援教育の文脈にマルチセ ンソ リ ー ・ ス ト ー リ ー テリ ングを導入す る方略 を さ ぐ る。

方法 : 英国の語り 手が、 日本で知的障害生徒 と おこ な っ た昔話のマルチセ ンソ リ ー ・ ス ト ー リ ー テリ ングを質的に分析 し、

語り手の工夫を明らかにする。

結果 : 語り 手は、 声のコ ン ト ラ ス ト 、 顔の表情、 ジェ スチ ヤー、 オノ マ ト ペ、 小道具な どを用いて、 物語の主人公 をは じ

めとす る登場人物の特徴、 物語の展開の重要な部分を理解で き るよ う 、 そ し て、 聞き手がス ト ー リ ー テリ ングに積極

的に参加でき るよ う 工夫し ていた。

結論 : 知的障害のある児童生徒にと っ て効果的なス ト ー リ ー テリ ングにな るよ う 語り の工夫が求めら れ、 現場の教員が活

用でき るよ う 実践的な教員研修も検討が必要である。

Background: Children can develop their language abilities and value diversity through the telling of fairy tales. Students with 

intellectual disabilities were able to participate in and benefit from story activities i f multi-sensory storytelling, which is 

not common in Japan, was provided.

Method: In order to seek a strategy for using multi-sensory storytelling in the context of education for children with special 

educational needs here in Japan, we qualitatively analysed how a multi-sensory storytelling specialist from the UK related 

a fairy tale to juniour high school students in a special class.

Results: The teller used voice contrast, facial expression, gesture, onomatopoetic expression, props and so on, to distinguish 

the characteristics of the various characters, as well as the plot, to get those children involved in the activity of the story 

Conclusion: M ulti-sensory storytelling helped students with intellectual disabilities understand stories and take part in storytel-

ling activities. Storytelling training should be considered for teachers to provide a higher quality of education for children 

with special needs. 
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1 . はじ めに

ス ト ー リ ーテリ ングとは、 物語を語るこ と (お話語り ) 
であるが、 こ こ では 「通常は語り 手が、 絵本や紙芝居を

用いないで、 聞き手に対 し て昔話な どのお話 を語るこ と」

と定義する。 読み聞かせが、 本を介 した間接的な関わり

で あ るのに対 し て、 ス ト ー リ ーテ リ ン グは語り 手 と聞 き

手の直接的な関わり であり 、 語り 手の音声 ・ こ と ば ・ 語

り がダイ レ ク ト に聞き手に届 く 。 ス ト ー リ ーテリ ングは、

簡単にでき て楽 しい、 応用性の高い (transformable) 活

動である (Nicola、 2012)。 

人は誰 し もが語る自分の物語を持っ ていて、 物語を共

有するこ と で他者との関係を深めるこ と ができ る (光藤, 
2012a ; 光藤, 2012b)。 また、 発達年齢が 2 歳半ばにも

な れば親が し て く れるお話 を喜 び、 繰り 返 し て聞き たい

「好きな話」 ができ る (岡本, 2005)。 子 どもは、 お話を

まず、 こ と ばの音と し て面白がる。 物語、 こ と に昔話に

は繰り 返 しや歌、 唱え文句、 おま じ ないな ど耳に心地よ

い印象の残 る部分があり 、 幼い子 どもはそう いう 箇所 を

喜び、 繰り 返し聞いたり自分も覚えて唱和 したり するこ

と で、 こ と ばと 意味 をつなげ、 こ と ばを育ててい く (松
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岡, 1996) 。 そ し てまた、 語ら れた物語を通 し て大切な

こ と を理解し、 記憶 し てい く 。 Bruner (2002) は、 人び

と は認識活動全般において、 論理 一 科学的な説明様式よ

り も物語様式のほう によ り 強い関心を持 っ てい る と述べ

てい るが、 発達の幼い子 ども の場合、 物語様式が論理 一 

科学的な説明様式より わかり やす く 思考しやすいと いわ

れてい る。

民衆の間で口伝え さ れてきた物語である昔話は、 イ メ ー

ジの世界であり 、 語り 手が聞き手を面白がらせよ う と文

芸的にも てなそう と す る行為 によ り 継承 さ れてき たも の

であ る (小澤, 2009) 。 小澤は、 昔話には多様な価値観

があり 、 子 ども の成長にと っ て大事な要素が含ま れてい

る と 述べてい る。 昔話には 3 度の繰り 返 し を含んでいる

ものが多いが、 こ の繰り 返 し によ り予期す る力 を獲得で

き、 さ ら に 3 度目に予期が覆さ れる こ と が子 ども の思考

力の形成に役立つ。 したがっ て、 物語と く に昔話を語る

ス ト ー リ ー テ リ ン グによ り 発達途上の子 ど もは楽 し みな

がら多様な価値観を受け入れ、 先 を見通す力や思考す る

力 をつけ てい く こ と が期待でき る。 そう であれば、 こ と

ばを育て、 理解や記憶を助け、 多様な価値観、 予期す る

力、 思考力 を育むこ と が可能な昔話のス ト ー リ ー テリ ン

グを、 子 ども の教育や発達支援に活用 し てい く こ と がよ

いのではないかと 考え る。

重度情緒障害児の教育と治療の専門家である心理学者

(精神分析学者) の Bruno Bettelheim は、 子 ども に理解

でき る物語の中で、 昔話ほど人間の内的問題について教

え、 社会の形態には関係な し に、 困難な立場からぬけ で

る解決法 を示 し て く れる も のは他 に ない と 述べ てい る

(Bettelheim, 1976) 。 昔話は、 子 ども を楽 し ませ、 好奇

心を引 き出す ものであり 、 また想像力 を刺激する。 子ど

もの知力 をのばし、 感情をはっ き り させ、 その不安 と望

みに波長を合わせて、 子 どもの抱え てい る問題を十分理

解 し、 それと同時に子 ども を困 らせてい る難問 を解決す

る道も物語が示 し て く れる。 子 ども たちに自分が生き て

い るのは意味のあ る こ と だ と 感 じ さ せ る ために、 昔話 を

聞かせて、 それについて考え させるこ と が非常に有効で

あ る o

物語療法と いう 、 昔話な どの物語の中に比喩的に提示

さ れた心理的葛藤に気づき、 回復 を促すセラ ピー がある。 

ア メ リ カ な どの欧米では認知症の高齢者、 自閉症や摂食

障害の子 ども たち の治療にス ト ー リ ー テ リ ン グ、 お話語

り が役立てら れている。 日本では、 福島医科大学での矢

部 (2012a ; 2012b) によ る成人入院患者への昔話の朗読

の取り 組みがある。 しか し ながら、 知的障害等の障害 を

持つ子 ども たちの治療 ・ 療育へのス ト ー リ ー テリ ングの

活用は見当た ら ない。

英国には子 ど も のこ と ばの発達や コ ミ ュ ニケ ーシ ョ ン

を支援す る専門家で あ る、 ス ピ ーチ ・ ラ ン グリ ッ ジ ・ セ
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ラ ビス ト の数 も多 い。 そ し て、 支援のリ ソ ースが充実 し

てお り 、 障害児へのこ と ば ・ コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンに対す

る支援も日本に比べる と手厚い (高野, 2014; Takano et 
al., 2014) 。 その英国に注目 し てみる と 、 重度重複障害

のあ る子 ども に も わか る よ う に物語 を語 る ス ト ー リ ー テ

リ ングであ る、 多感覚に訴え るマルチ セ ンソ リ ー ・ ス ト ー 

リ ー テ リ ン グが盛 んにお こ な われてお り 、 学校への教材

の提供や人材の派遺、 ス タ ッ フ ト レ ーニ ン グをやっ てい

る 組 織 も あ る 。 知 的 障 害 児 者 と 語 る 団 体

0penStoryTe11ers が あ る が、 そ の創 設者 で あ る Nicola 
Grove ( ニ コ ラ ・ グロ ウ ブ、 こ れか ら先は、 ニ コ ラ と す

る) は知的障害児者 と 昔話のマルチセ ンソ リ ー ・ ス ト ー 

リ ーテ リ ン グも お こ な っ てい る。

上述の団体 0penStoryTe11ers では、 団体のロ ゴマ ーク

に 「Living through story」 の副題 を添え、 様々な工夫 を

凝ら し ながら知的障害児者の教育や生活にス ト ー リ ー テ

リ ングを取り 入れてい る。 サイ ト (http://www.openstory 
tellers.org.uk/) を訪問す る と 、 知的障害者も物語を通 し

て生き るこ と が重要で、 ス ト ー リ ー テリ ングと いう 活動

を通 し て知的障害者自身が思い を表現す るこ と によ り 、

知的障害者が人々に理解 さ れ、 尊重 さ れる と考え てい る

こ と がわかる。 ス ト ー リ ー テリ ングが人 と の関係やアイ

デ ンテ イ テ イ意識 を育み、 経験の共有や社会への完全 な

参加につながる と 捉え てい る。 OpenStoryTellers で考え

ら れてい る よ う に、 ス ト ー リ ーテ リ ン グによ り 知的障害

児者が人 と の関係やアイ デ ンテ イ テ イ意識を育むこ と が

でき、 経験の共有や社会への完全な参加につながる とす

れば、 日本の特別支援教育にも ス ト ー リ ー テリ ングを導

入すべきであろう 。

日本で も Sawyer (1962) ら の洗練 さ れた語り か ら学

び、 ス ト ー リ ー テリ ングが子 ども の読書 を推進す る日的

で行われてい る。 語り に向 く お話集やその方法な どの出

版物、 講習会な どで、 日本のス ト ー リ ーテ リ ングを牽引

し てき た束京子 ども図書館を手本に、 地域の図書館や学

校で、 本に書かれた物語を覚え て語るこ と が普及 し てい

る。 しか し ながら、 特別な教育的 ニ ーズのあ る児童生徒

が聞き手にな っ た場合 を考え る と 、 こ の日本におけ る典

型的な語り、 本に書かれた物語を覚えて語る方式のス ト ー 

リ ー テリ ングではし っかり 聴き続け るこ とや物語をイ メ ー

ジするこ と が難し く 、 効果的な活動にはなり に く い。 し

たがっ て、 特別支援教育にス ト ー リ ー テリ ングを導入す

る ためには、 語り 方に工夫 を凝ら し、 参加す る人が知的

障害等 を持 っ ていて も楽 しむこ と ができ る語り を考え て

い く 必要がある。

知的障害を持つ場合には、 その特性から登場人物の特

徴や、 名前を覚え る こ と、 語ら れる出来事の理解、 時系

列で捉えて展開を楽 しむな どが難しいこ とが予想 さ れる。 

OpenStoryTe11ers の創設者のニ コ ラは知的障害児者と ス



知的障害のあ る生徒におこ な う 昔話のマルチ セ ンソ リ ー ・ ス ト ー リ ー テリ ング

ト ー リ ー テ リ ン グをす る際にマ ルチ セ ン ソ リ ー ・ ス ト ー 

リ ーテ リ ン グを採用 し てい る。 見 る、 聞 く 、 触 る、 匂 う

な どの五感に働きかけ る方法を用いた語り で、 非言語の

情報を提示 し て物語の理解を促そ う と す る手法であ る

(Grove, 2012)。

そのニコラと著者らは、 2015年 5 月と2016年 2 月一3 
月に共同研究と して日本の小中学校 ・ 特別支援学校にて

ス ト ー リ ーテ リ ン グをお こ な っ た。 英語のス ト ー リ ーテ

リ ングであ っ たため簡潔 に日本語での解説を挟みながら

の語り であっ たが、 知的障害や自閉症を持つ児童生徒の

反応が非常によかった。 2016年 2 月から 3 月にかけては、

ニ コ ラが研究 プロ ジェ ク ト 「Heroes With a Di fference」
で、 勇敢な小 さ な女の子 Molly Whuppie のお話 を語 っ

た。 そのス ト ー リ ーテ リ ングの直後にニ コ ラが生徒に今

までに勇気を出 し てやっ たこ と を尋ねたと こ ろ、 苦手な

食べ物に挑戦したこ と や自力通学を頑張 っ てい るこ と、

合唱 コ ンク ールに出たが自分のせいで入賞で き なかっ た

こ と な どが、 生徒自身から語ら れた。 普段共に過ごす教

員は、 生徒の積極的な姿や発言内容に驚き、 喜んだと い

う o

知的障害 を持つ子 ども たちの教育的支援をよ り よい も

のに し てい く ためにも学校教育の中でマルチセ ンソ リ ー ・ 

ス ト ー リ ーテ リ ン グを普及すべき と考え るが、 先行研究

や日本での実績が少な く 具体的な語り を模索 し ていかな

け ればな ら ない。 本論文ではニ コ ラが来日 し て知的障害

のある生徒と おこ な っ た語り の分析 を通 し て語り 手の工

夫 を明 らかに し、 日本の特別支援教育の文脈において ど

のよ う にマ ルチ セ ン ソ リ ー ・ ス ト ー リ ーテ リ ン グを し て

い く と よいのかについて考察 し てい く 。 

11. 研究方法

1 . 対象

2016年 2 月 一 3 月 にお こ な っ た研究 プロ ジ ェ ク ト

「Heroes With a Di fference」 で研究協力が得 ら れ、 ニ コ

ラ によ る ス ト ー リ ー テ リ ン グを実施で き た学校の中で、

ビデオ撮影の同意があり 、 かつ、 生徒の変容が記録でき

たA 中学校の特別支援学級でのマルチセ ンソ リ ー ・ ス ト ー 

リ ーテ リ ン グを対象 と す る。

2 . 方法

「知的障害のあ る児童生徒 と ス ト ー リ ー テリ ン グをお

こ なう 際に、 語り 手は どのよ う に工夫す ればいいのか。」

と いう 問い を持ち ながら授業開始 5 分前から授業終了ま

で の ビデ オ を テ キ ス ト 化す る。 そ の中 で、 英国の昔話

「Mo11y Whuppie」 のマ ルチ セ ン ソ リ ー ・ ス ト ー リ ーテ

リ ングを分析対象 と す る。 テキス ト を、 ニ コ ラの工夫に

関連す る セ グメ ン ト に分け、 そ れぞれに コ ー ド を付与す

る o

3 . 研究 プロ ジ ェ ク ト 「 Heroes With a Difference」 に
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ついて

2016年から2017年にかけておこ なわれている プロ ジェ

ク ト では、 以下の 4 点 を日標に掲げてい る。 ①日英の物

語の交流 ( 日本の昔話をイ ギリ スの児童生徒に紹介 し、

イ ギリ スの物語を日本に紹介す る) 、 ②児童生徒に自分

たちの経験を共有するよう 促す、 ③小学校、 中学校、 特

別支援学校に参加協力 を得る、 ④障害を持つ子 ども たち

をエ ンパワー す る意識を高め、 啓発す る。

日本では、 2016年 2 月末から 3 月初句にかけてニコラ

と著者らが 5 つの学校を訪問 し ス ト ー リ ー テリ ングの実

践をおこ なっ た。 具体的には、 小学校 5 年生での外国語

活動、 中学校特別支援学級での英語科、 特別支援学校高

等部特別活動の授業でニ コ ラが主担当 を務め、 各学級あ

るいは教科の担当教員が副担当 を務めた。 児童生徒の様

子や授業科目によ っ て柔軟に変更 し たが、 基本的には①

プロ ジ ェ ク タ ーを用い た ヒ ーロ ーについ ての シ ョ ー ト ・ 

プ レゼ ンテ ーシ ョ ン (典型的お よ び非典型的 な ヒ ーロ ー

を提示) ② 3 分程度のイ ギリ スの生徒からのビデオレター、

③ マ ル チ セ ン ソ リ ー ・ ス ト ー リ ー テ リ ン グ (Molly 

Whuppie) 、 ④児童生徒に自分自身が 「勇気をも ってやっ

たこ と」 について話 し をす る機会、 と いう 流れで授業を

おこ な っ た (Grove et l l, 2016) 。 なお、 ニ コ ラが英語

で語っ た後に、 生徒の様子 を見ながら必要箇所の日本語

訳や コ メ ン ト を加え た。 日本語訳や コ メ ン ト は英語のリ

ズムや授業の流れを止めない よ う に配慮 し、 最小限に と

どめた。

4 . 二コ ラ自身が意識 している ス ト ー リ ーテ リ ングでの

留意事項

学校での授業の後、 2016年 3 月 4 日に本論文の著者の

高野、 有働 を含め計 4 名に対 し て、 ニ コ ラが実践ワ ー ク

シ ヨ ツプ 「Storytelling and Early Learning」 をお こ な っ

た。 そ こ で ニ コ ラ が提示 し たス ト ー リ ー テリ ングをお こ

なう 際の配慮は以下であ っ た。

1 ) 準備 : 聞き手が物語に注意を向け るこ と ができ るよ

う に準備をする。

● 話の前に自己紹介 をす る。 目の高 さ を合わせてアイ コ

ンタ ク ト を と る、 適切な接触や声 を使う 。 こ れによ っ

て語り 手と聞き手の関係を築 く こ と ができ る。

● 聞き手に協力 し て欲しいこ と を示す。 例と し て繰り 返

し部分、 ジェ スチ ヤー 、 小道具の使用な どの担当 を要

請し、 事前に練習する。 こ れにより 聞き手は予測がで

き、 ス ト ー リ ーテリ ングの最中に求めら れたこ と をす

るのに認知的な努力 を減らすこ と ができ る。 聞き手が

物語に関心を持つこ と にも つながる。

● 語り 手が中心にな る よ う に聞き手がセ ミ ・ サーク ルに

座り 、 介助員 も同席する。

生徒によ っ て丁度いい グループサイ ズは異なり 、 重度

の自閉的な若者たちでは 6 人 く らいの小 グループがよい
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が、 年齢の高い生徒で障害が軽度であれば20人以上、 参

加 し ても らえ る限り で も よい。

2 ) 基本的な語り方

● 物語の始ま り には、 注意を引 く ために簡単な フ レ ーズ

を用い る。 例と し て 「昔むかし」 を使う 。 聞き手を見

ながら、 はっ き り 、 大き く 、 ゆっ く り と声 を出す。

● ナチ ュ ラ ルに話す と こ ろでは、 膝 を緩め、 少 し前かが

みになり 、 (武道のよ う に) 自分の重心を中心に据え

左右前後にす ぐに動 く こ と も でき るよ う にし てお く 。

両腕は力 を抜いて、 動かし過ぎない。

● 登場人物の台詞は、 登場人物によ っ て高 さや速 さ、 強

さ を変え る。

3 ) ノ ン ・ バーバル

● 声 の コ ン ト ラ ス ト を つけ て、 物語 で 伝え たい こ と

( the sense of the story) を伝達す る。

● ジェ スチ ヤーは使い過ぎない。 しかし、 使う と き には、

は っ き り させて強調す る。 動 き を表す ジェ スチ ヤー

(走る、 歩 く 、 寝る、 食べる、 戦う ) は聞き手に担当

し ても ら う こ と も でき る。

● 顔の表情だけではな く 全身 を使っ て意味 を表す。 悲 し

い、 幸せ、 残念、 ワクワ ク、 怖い、 誇り に思う 、 怒り 、

愛な どの表現は文化横断的に共通 し ており 、 意味 を伝

表. 「 モ リ ー ・ ワ ッ ピイ」

え るこ と が容易にでき る。

4 ) オノ マ ト ペ ・ オノ マ ト ペ的表現

音と 意味のつながり が深いため、 意味が伝わり やすい。 

● 効果音、 例えば、 天気 (雨な ど) 、 自然、 機械な どの

音

● 動物の鳴き声

● 人の動き ・ 動作 (い びき、ロ歯む、 足踏みをす るな ど) 
● 身体感覚、 例えば、 熱い ( アチチ) 、 冷たい ( ブルブ

ル) 、 疲 れた ( フ ー)

● 感動 を伝え る (ワ ー、 ヤ ッ ホ ーな ど)

● オノ マ ト ペ的こ と ば、 例えば、 「 と っ て も ち っ ち ゃい」

をハイ ピ ッ チ でい う な ど

5 ) 小道具

使う と きには聞き手は同時に二つのこ と (物と語り手

の声) に注意を払わない と いけ ない こ と に留意す る。 自

閉症スペ ク ト ラ ム障害のあ る子な どには難しいこ と があ

る o

● 2 - 3 のキーアイ テ ムを選ぶ。

● セ ツシ ヨ ンの最初に聞き手に小道具を紹介 し、 説明す

る o

5 . 英国の昔話 「 モ リ ー ・ ワ ッ ピイ」 (表)
表は 「Heroes With a Di fference」 で語 ら れた物語 を

むかしむかし あると こ ろ に、 お父 さんと お母さんと、 ひと り、 ふた り、 三人、 女の子が住んで いま した。 一番下の女の子はモ

リ ー と いって、 と って も小さ い女の子で した , お父 さんと お母さんはモ リ ー を見て、

「なんてこ つたい、 おまえなんか大人にな って も何もで き つこ な いさ , だ って、 そんなにち っぽけなんだから , 」 と 言いま した , 
で も、 それは、 大きな間違いで した , 成長する につれ、 モ リ ーがラ イ オ ンのよ う に強 く 勇敢な心を持 って いる こ と がわか つたか

らです, それで姉さんたちはモ リ ーを 「モ リ ー ・ ワ ツピイ」 と 呼ぶこ と にし ま した , 

さ て、 お父 さんと お母さんは貧し く て、 お金があり ませんで した , そ して、 ある日娘たちに言いま した。

「も う食べる ものも何もな く な つたから、 あなたた ちはこの家から出ておいき。 そ し て自分た ちだけで生き て いき な さ い。」

娘た ち 3 人は、 さ よ う な ら と 手を振 り、 家を出て いき ま した。 二人の姉 さ んた ちは悲 し く て シク シク 立き、 不安で ドキ ド キ し ま

した , で も、 モ リ ーは違います,
「これは、 冒険よ ! 」

モ リ ー は姉さんたち を連れて王様のお城に行きま した , そ して門を ト ン ト ンとロ「]きま した。 門番は ド アをギー ッ と 開けま した。 

「おまえはだれだ , 何の用だ , 」
「私はモ リ 一。 私は姉さんを王子様と結婚させるために来ま した。」

門番はビ ツク リ仰天して 3 人を中に入れま した , モ リ ーは大きな屋敷の中をズンズン歩いて王様のと こ ろ まで行きま した , モ リ ー 

は う や う や し く お辞儀を し て言いま した。

「王様、 わた く しはモ リ ー と 申 し ます , 姉と 王子様と を結婚させるためにこ こ にやつてま いり ま した ,」
王様はのけそ って大声で笑いま したワ ツハ ツハ ・ ・ ・ ・

「そいつ あ、 面白い、 モ リ ー,」 王様は言いま した。 「そ う だ、 こ の近 く の山に、 大男が住んでおる , 大男は子ど も を さ ら って食

べる悪いやつで、 この国の大事な宝物まで取りやがつた , も し も、 お前がそこから刀を持ってJ ってきたら、 お前の一番上の姉

さ ん と わ しの一番上の息子を 結婚さ せてやろ う。」

モ リ ー は山に出かけて いき ま した。 モ リ ー は、 髪の毛一本橋のと こ ろ まで来ると、 ピュ ピュ ー ッ と一気に橋を走ってわた り、

大男の家までやって来ま した。 モ リ ーは ド アから そ う 一 つと 入り、 大男のべツ ドの下にこ つそり忍び込みま した。 そ して じ つと

待ちま した ,
夜にな って、 大男の足音が聞こ えてき ま した , ( ド シン、 ド シン)
大男は ド アを開けま した , (ギー ッ )
タ ご飯を食べま した。 (ズル ツ、 ズル ツ)
べツ ド にも ぐ り こ み ( ヨイ シ ヨ)
刀を枕元に置いて、 眠り につき ま した。 (グオー ッ、 グオー ッ ) 

モ リ ー は這い出 して、 そ う 一 つと 刀に手を伸ば し、 枕元から引 っ張り出そ う と しま した ,
と こ ろが、 刀を手に入れた丁度その時、 カ タ カ夕音が し て、 大男が目を覚ま し て し ま いま し た , 大男に追いかけら れま したが、

モ リ ー は走って走って、 髪の毛一本橋を渡り切り ま した , 

14 
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大男が 「モ リ ー、 二度と来るなよ ! 」 と叫びま したが、
モ リ ーは 「また来るわ、 あと 2 回ね ! 」 と 答えて、 すた こ ら さ つさ と逃げま した , 

モ リ ー は刀を王様に渡し ま し た , 王様はた いそ う喜んで、

「よ く やったそ、 モ リ ー, 」 と王様は言いま した , 「今度は、
を結婚 さ せてやろ う , 」

一番上の王子と モ リ ーの一番上の姉さんを結婚させま した ,
大男の財布を取 って きた ら、 2 番目の息子と お前の 2 番目の姉 さ ん

モ リ ー は山に出かけて いき ま した , モ リ ー は、 髪の毛一本橋のと こ ろ まで来ると、 ピュ ピュ ー ッ と 橋を一気に走ってわた り、

大男の家までや って来ま し た , モ リ ーは ド アから そ う 一 つと 入り、 ベ ッ ド の下にこ つそ り 忍び込み、 じ つと 待ちま し た。

夜にな って、 大男の足音が聞こ えてき ま した , ( ド シン、 ド シン)
大男が ド アを開けま した , (ギー ッ )
タ ご飯を食べま した , (ズル ツ、 ズル ツ)
べツ ド にも ぐ り こむと ( ヨ イ シ ヨ)
財布を枕元に置いて、 そ し て、 眠り につき ま し た。 (グオー ッ、 グオー ッ ) 

モ リ ー は這い出 して、 そ う 一 つと 財布に手を伸ば し、 引 っ張り出そ う と し ま した。

財布を手に入れた丁度その時、 ジヤラ ジヤラ音がして、 大男が目を覚ま して しま いま した. 大男はモ リ ーを追いかけま した , で

も、 モ リ ーは走って走って髪の毛一本橋を渡り、 逃げ切り ま した ,
大男は 「モ リ ー、 二度と来るなよ ! 」 と叫びま した ,
モ リ ーは 「また来るわ、 あと 1 回ね ! 」 と 答えま した , 

モ リ ー は奪った財布を王様に渡しま した , 王様はたいそ う喜んで、 2 番目の王子と モ リ ー の 2 番目の姉さんを結婚させま した , 
「よ く やったそ、 モ リ 一。」 と 王様は言いま し た。 「今度は、 大男の指輪を取 ってき た ら、 お前を末の息子と 結婚さ せてやる。」

モ リ ー は山に出かけて いき ま した , モ リ ー は、 髪の毛一本橋を ピュ ピュ ー ッ と走ってわた り、 鬼の家までやって来ま した , モ

リ ーは ド アから そ う 一 つと 入り、 ベ ッ ドの下にこ つそり 忍び込みま した , そ して じ つと待ちま した ,
夜にな って、 大男の足音が聞こ えてき ま した , ( ド シン、 ド シン)
大男は ド アを開けま した , (ギー ッ )
タ ご飯を食べま した。 (ズル ツ、 ズル ツ)
べツ ド にも ぐ り こ み ( ヨ イ シ ヨ)
眠り につき ま した , (グオー ッ、 グオー ッ )
大男の大きな手はだ ら り と垂れ下がつて いま した , 

モ リ ー は這い出 して、 そ う 一 つと大男の大き な金の指輪を指から抜き ま した , 指輪を手に入れた丁度その時、 な、 な、 なん と、

大男が目を覚ま し、 モ リ ーを大き な手で捕まえて し ま いま した , 

「モ リ ー よ」 大男は言いま した ,
「お前はおれの刀を取った , 財布も取った , しかも今度は指輪まで取ろ う と した , も しお前が同 じ こ と を さ れたら、 どんなふ う

に始末する と 思 うか ? 」
モ リ ー はす く' に答えま した ,
「袋を持 って き て、 大き な、 を入れて、 その中に私を入れて、 壁につるすわね。 そ し て山に行って大き な棒 を探 し て、 J って き

て、 その棒で袋をロ1]きのめすわ, そ した ら、金央で 私はバラバラ に切 り 裂かれて し ま う で し よ う , 」
「それはいい考えだ ,」 大男は言いま した , 「わ しがお前にそ う し てやる ,」

大男は袋を取って、 大きな を入れ、 モ リ ーを袋の中に入れて、 壁に袋を掛けま した , そ して、 山に大きな棒を探し に行き ま し

た , 

大男が山に出かけている間に、 モ リ ー は を取り、 袋にノ穴 を開けて、 袋の中から抜け出 し、 指輪を取って走って逃げま した。 

大男は戻 って く る と、 空の袋が床の上にこ ろが って いるのを見て、 モ リ ーを捕まえよ う と 追いかけま した。 で もモ リ ーはなんと

か無事に髪の毛一本橋を渡って逃げま した ,
大男はロ びま した , 「モ リ ー、 二度と来るなよ ! 」
モ リ ー は答えま した。 「来ないわよ、 も う二度と , 」
モ リ ーは王様に指輪を渡 しま した , 王様はたいそ う喜び、 モ リ ー と末の王子を結婚させま した , そ して、 いつまで も幸せに暮ら

し ま し た と さ , お し まい, 

日本語に翻訳 し たも のであ る。 ジ ョ セ フ ・ ジェ イ コ ブズ

編集 『 ENGLISH FAIRY TALES』 の中 の 「 Molly 
Whuppie」 の物語をも と に、 大男の娘 3 人や奥 さ んがモ

リ ー ら と 間違え て殺 さ れる場面 を削除し て (こ れは同時

に、 登場人物 を減らすこ と に も な る) ニ コ ラ が再話 し、

それを著者の高野、 有働、 光藤が日本語に翻訳 し た。 な

お、 「Molly Whuppie」 は、 日本では、 「 かし こ いモ リ ー 

(松岡, 2010)」 と して紹介 さ れている。

小道具と し て、 モ リ ーの指人形、 お も ち やの刀、 硬貨
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の入っ た袋 ・ 巾着、 大き な指輪、 細長い ヒ モか毛糸 (橋
用) を使用 し たが、 図 1 のよ う に段 ボールやアル ミ ホイ

ルな どで簡単に作成するこ と も でき る。 また、 ビ ッ グマ ツ

ク (パ シフ イ ツク サプライ 株式会社) に 「 モ リ ー、 二度

と来るなよ ! 」 と録音 し たものを用意 し て、 生徒が押す

こ と で参加でき るよ う に し た。 その他に、 効果音と し て

鈴やタ ンバリ ンをい く つか用意 し て生徒に鳴 ら し て も ら

う こ と も あっ た。 
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111. 結果
英国の昔話 「Mo11y Whuppie」 のマルチセ ンソ リ ー ・ 

ス ト ー リ ーテ リ ン グの活動時間は22分間で、 その中のニ

コ ラ の工夫に関連す るセ グメ ン ト が33得 ら れた。 各セ グ

メ ン ト に付与 し た コ ー ド を類似 も のにま と めて作 っ た ラ

ベルは15になり 、 さ ら にそ れを 5 つのカ テ ゴリ に分け た。 

こ れをさ らに 「理解を促す工夫」 と 「参加を促す工夫」

に分け たと こ ろ、 カ テ ゴリ は 「理解を促す工夫」 には 3 
つ、 「参加 を促す工夫」 には 2 つにな っ た。 以下にカ テ

ゴリ 、 ラ ベルを示 し てい く 。 なお、 ラ ベルの説明のため

にセ グメ ン ト の一部 を載せてい る と こ ろがあ る。

1 . 理解を促す工夫に含まれる カ テ ゴリ

1 ) 重要な登場人物、 アイ テムを紹介する

ラベル (1) 主人公 を紹介する

主人公の人形を右人差し指にはめて生徒一人ずつにし っ

かり 見せてい く 。 指 を折っ て人形がお辞儀をす るよ う に

示 し てい く 。 それに返 し てお辞儀をす る生徒もい る。

ラ ベル (2) カ ギにな る アイ テ ムの名前 を繰り 返 し い

う

ニ コ ラ が橋に見立て る小道具のヒ モ を正面の左右に置

いた二つの椅子に括り 付けて 「髪の毛一本橋 (bridge of 
one hair)」 の準備 を し てい る と き に、 ある男子生徒がヒ

モ を見て 「rope」 と い う ので、 ニ コ ラは 「bridge」 と 訂

正する と その生徒が 「bridge」 と 繰り 返す。 生徒がそう

い つたこ と を受け て、 ニ コ ラがも う 一度 「bridge」 と い、

同時に橋の ジェ スチ ヤー をす る。 そ れに続け て ニ コ ラ が

「bridge of one hair」 と いう と 、 「one hair」 と 繰り 返す

女子生徒がおり 、 ニ コ ラは 「bridge of one hair」 と も う

一度いう 。 

2 ) 登場人物の特徴を際立たせる

ラベル (3) 小柄だけ ど勇敢な末娘 と いう 主人公 を印

象付ける

最初は 1 、 2 、 3 と カ ウント し、 次に生徒と唱和する。 

small や tiny を高い ト ー ンと ジェ スチ ヤー で小 さ い こ と

を強調す る。 「Whuppie」 と いう と こ ろでは、 刀 を振り

回す ポーズを と り ながら いう のを生徒にも一緒にす るよ

う 促 している。

姉たちは不安がり 、 モリ ー は冒険だと胸 をはる と いう

様子を ジェ スチ ヤー 、 声の ト ー ンで対比す る (姉 たち を

語る時には首をう なだれ、 悲 しい表情、 すすり 泣 く 様子

に対 し て、 モ リ ーの時には胸 を張り 、 腕 を振る、 明るい

表情を用いる) 。

ラベル (4) 親の感情、 態度を強調する

親が何もできないと言った後に驚き困惑する表情 ・ ジェ

スチ ヤー で表現す る。 「小 さ いから何も で き ない」 と い

う 考えが間違っ ていたこ と を、 ジェ スチ ヤー を使い、 ゆっ

く り 、 はっ き り 話を し ながら首を振る。

ラベル (5) 大き く 粗野な大男を強調する

身体全体 を伸ばし、 手 を広げ、 声 を低 く 大き な声で

「0ni (鬼)」 という。

ラベル (6) 王様の豪快さ を強調する

3 ) 展開をわかり やす く 示す

ラベル (7) 始まり をはっきり示す

「Now I'm going to tell you a story from England that 
is big like Issunboshi. It is about a little girl hero. (今
から、 一寸法師に と て も似てい る英国のお話 を し ていき

ます。 小 さ な女の子のヒ ーロ ーのお話です。)」 と ゆっ く

り 、 はっ き り 話す。 それを領いて聞いてい る生徒もい る。 

図 1 . 「 モ リ ー ・ ワ ツピイ」 の小道具
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日本語で 「昔むかし」 と い っ て注意を引 く 。

ラベル (8) 場面の展開を動き ・ ジェ スチ ヤーで表す

橋を渡っ て大男の家にい く と こ ろはモリ ー の指人形に

橋を渡らせ、 動きながら話す。

ラベル (9) 終わり を示す

2 . 参加 を促す工夫に含まれる カ テ ゴリ

1 ) 生徒が参加でき ると こ ろ を練習 させる

ラベル (10) 主人公の名前を ジェ スチ ヤ一付き で唱和

さ せ る

ラベル (11) 「モ リ ーが走 っ て逃げると こ ろの足踏み」

を生徒に練習 させる

ラベル (12) 「大男の足踏み」 を生徒に練習 させる

2 ) すべての生徒の参加を促す

ラベル (13) 重要な場面での生徒の参加を支援する

大男が枕元に刀 を置いて寝る と いう 場面で、 一人の男

子生徒の膝に小道具の刀 を置く 。 その生徒の右隣の男子

生徒が刀 を触 っ て確かめてい るう ち に、 刀はその生徒が

預かるこ と にな る。 モ リ ーがそ っ と 大男の枕元にあ る刀

を取ろう と する場面で、 刀 を持っ てい る男子生徒 (大男

役にな っている生徒) の右隣の女子生徒 (モリ 一役になっ

てい る生徒) の手 をニ コ ラが持 っ て刀のほう に近づけ る。 

その女子生徒の手の上に自分 (ニコ ラ) の手を重ね、 女

子生徒が素早 く 取ろう と強 く 引 っ張ろう とすると こ ろ を

手 で抑制 し なが ら と て も ゆっ く り 、 小 さ な声 で 「 very 

slowly」 という 。

ラベル (14) すべての生徒に情報提示す る

物を見せると きは皆の前に持 っ て行 く 。

ラベル (15) 役を担う 生徒を変え る

IV. 考察
1 . 「 マルチセ ン ソ リ ー」 がも た ら す もの

多感覚に訴え るマ ルチ セ ンソ リ ー ・ ス ト ー リ ーテ リ ン

グを日本の特別支援教育に導入す るためには、 「 マルチ

セ ンソ リ ー (多感覚) 」 の意味す る も のを整理 し てい く

必要があ る。 今回は特別支援学級のス ト ー リ ー テリ ン グ

の専門家が日本の授業でおこ な っ たス ト ー リ ー テリ ング

におけ る工夫を、 活動に同席 し た筆頭著者を中心に共同

研究者である著者らが分析 した。

ス ト ー リ ーテ リ ン グに用い ら れてい た も のは、 ト ー キ

ン グ ・ エイ ト の ビ ツグマ ツク以外は特別な道具ではな く 、

声の コ ン ト ラ ス ト や ジェ スチ ヤー な どのノ ンバーバル表

現、 オノ マ ト ペ表現、 身近なも ので作成でき るよ う な小

道具な どで あ っ た。 つま り 、 「 マ ルチ セ ン ソ リ ー」 な ス

ト ー リ ー テ リ ン グをす る ために準備 し た道具は主には身

近な小道具であり 、 語り では小道具の他に、 声のコ ン ト

ラ ス ト やジェ スチ ヤー、 オノ マ ト ペ表現と いう 語り 手の

身体から発 さ れる表現が用い ら れていた。

今回の分析で明らかになっ たこ と は、 語り 手は聞き手
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が物語を理解でき るよ う に、 また物語に参加でき るよ う

に随所に工夫 を凝ら し ていたこ と であ る。 物語の理解を

促すために、 登場人物や重要なアイ テムを語り の前に紹

介 し、 登場人物を語るのに特徴を対比させ、 物語の展開

がわかるよ う に初めと終わり 、 場面の変わり日 を明確に

し ていた。

特に主人公については、 指人形を見せて、 生徒一 人ず

つに挨拶を し て関係を近 く し、 名前をイ メ ージす る ジェ

スチ ヤー を用いて唱和 し、 小 さいけ れども勇敢な女の子

と いう 特徴 を 「マルチ セ ンソ リ ー」 を用いて強調 し てい

た。 こ れは、 生徒が主人公 をイ メ ージで き て.馴染みやす

いよ う 橋渡 し を し ている と いえ る。 昔話の語り では、 聞

き手は主人公 と同 じ立場に身 を置いてお話を聞き、 様々

な出来事 を疑似体験 し てい く (小澤 , 2009) 。 松岡

(1996) は、 昔話の主人公の生き方から よ り 深 く 、 普遍

的で、 本質的な人間性に触れる こ と ができ る と 述べてい

る。 そう であ れば、 昔話の主人公の特徴 をよ く 知 つてそ

の主人公に同一化 し てい く こ と が昔話から の学びを深い

も のにす るこ と につながる と いえ るであ ろ う 。

物語の展開をわかり や く す示すため、 「昔むかし」 や

「お し まい」 と日本語 を用い て注意を引 き、 始ま り と 終

わり をはっ き り 示す、 場面の展開は、 語り 手自らが小道

具を持 っ て移動す る、 ジェ スチ ヤー やオノ マ ト ペで登場

人物の動き を示すな どの工夫を し ていた。 他の人の物語

を参考に し て生き方 を選び取 っ ていこ う とす る際に、 そ

の物語の主題をよ り 理解 し てい く こ と ができ るよ う に、

「 マ ルチ セ ン ソ リ ー」 な情報で、 物語の展開 をわかる よ

う に示そう と し ている と いえ るだ ろう 。

また、 参加 を促すこ と について も 「マルチセ ンソ リ ー」

が役立 っ てい る。 ス ト ー リ ーテ リ ングの中で聞き手たち

が参加する箇所について、 語り 手は事前練習を させ、 情

報提示に配慮 し、 イ ニ シアテ イ ブ を と っ てすべての聞き

手が参加でき るよ う に し ていた。 語ら れた昔話では、 橋

を渡 っ て大男の家に行き、 指示 さ れた も のを奪 っ て、 橋

を渡っ て戻 っ て く るこ と が物語の中で 3 回繰り 返さ れる。 

そのなかの大男の 「家に戻 っ て、 夕食 を取り 、 寝入 る」

粗野な動作 を ジェ スチ ヤー と オノ マ ト ペで表現 し ていた。 

ジ ェ ス チ ヤー は、 足 踏みやス プ ー ン を使 っ て食べ る身振

り であり 、 オノ マ ト ペは、 ス ープを飲む音、 い びき の音

を表現 し た擬音語であり 、 ジェ スチ ヤー も オノ マ ト ペ も

と て も わかり やすい表現であ る。 こ れらは、 意味が伝わ

り やすい表現であ るだけ ではな く 、 生徒にと っ て使いや

すい表現である。 参加がしやすいよう に吟味 し た表現で

ある と いえ る。 小道具について も、 生徒が操作す るこ と

でス ト ー リ ー テリ ングに参加するこ とができ、 参加のツー

ルと な っ てい る と い う 面 も あ る。

今回分析 し たマ ルチ セ ン ソ リ ー ・ ス ト ー リ ーテ リ ン グ

では、 声の ト ー ンや大き さ な どの コ ン ト ラ ス ト 、 顔の表
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情、 ジェ スチ ヤー 、 オノ マ ト ペ、 小道具な ど を用い て、

物語の主人公 をは じめと す る登場人物の特徴、 物語の展

開の重要な部分 を理解でき るよ う 、 そ し て、 聞き手がス

ト ー リ ー テ リ ングに積極的 に参加で き るよ う 工夫 し て、

昔話等から の学びを深い も のに し よ う と し てい るこ と が

わかっ た (図 2 ) 。 今回はマルチセ ンソ リ ー ・ ス ト ーリ ー 

テ リ ン グの語り 方に注目 し たが、 例えば理解の しやす さ

を考え る と き には昔話 と いう 物語によ く みら れる繰り 返

し、 唱え文句な ど耳に心地よい印象の残る部分や、 登場

人物の単純化な どによ ると こ ろ も当然ながら大きい。

聞き手が特別支援教育対象児童生徒である場合には、

聞き手と なる児童生徒の特性を踏まえ てそれぞれの児童

生徒がよ り 理解を しやすい、 楽 し むこ と のでき る活動で

なけ ればな ら ない。 昔話のマルチセ ンソ リ ー ・ ス ト ー リ ー 

テリ ングにより様々な効果が期待でき るが、 小道具やジェ

スチ ヤー に し て も多け れば多いほどよい と い う も のでは

ない。 主人公等登場人物の特徴、 物語の重要な展開な ど

を押 さ え て、 物語の主題が際立つよ う にノ ンバーバル、

ジェ スチ ヤー 、 オノ マ ト ペ、 小道具の使用が求めら れる

が、 際立たせるためには 「ニ コ ラ自身が意識 し てい るス

ト ー リ ー テ リ ングでの留意事項」 のジェ スチ ヤー や小道

具のと こ ろ にあ るよ う に同時に二つのこ と に注意を払う

こ と が難 しい聞き手の存在も 意識 し て使い過ぎないよ う

に留意 し なけ ればいけ ない。

2 . 今後の展望

本論文でこ れまでに触れるこ と ができ なかっ たこ と を

含め課題がい く つかある。 今回語ら れた Mo1ly Whuppie 
を生徒たちは楽 し み、 様々な学びがあ っ たよ う に感 じ て

い るが、 どのよ う な昔話 を語る と いいのか、 ま た主題を

際立たせるための変更につい て どのよ う に考え進めてい

く のかについ て、 今後明 ら かに し ていかなけ ればな ら な

い。 また、 聞き手への影響については、 ほと んど触れな

図 2 . マルチ セ ン ソ リ ー ・ ス ト ー リ ーテ リ ン グに

期待する効果の概念図
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かっ た。 分析 し た授業では生徒の積極的な参加や昔話の

語り の後に多 く の生徒が自分のこ と を表現 し よう と し て

い たが、 昔話のマ ルチ セ ン ソ リ ー ・ ス ト ー リ ーテ リ ン グ

が、 児童生徒がお話を聞き たい、 自分も語り たい と いう

意欲 を高めるのではないだ ろ う か。 生徒の反応やそ れが

生起する背景について詳細に分析 し ていき たい。 さ ら に、

絵本や紙芝居は簡便に利用でき、 劇遊びも特別支援学校

小学部等での活動と し て定着 し ているが、 絵本や紙芝居

のよ う な視覚化 さ れる物語や、 物語を演 じ るこ と では得

ら れないス ト ー リ ー テリ ングな ら ではのも のがあ るのか、

あ る と す れば何かと い う こ と であ る。 おそ ら く は、 「深

く 、 普遍的で、 本質的な人間性」 が鍵になると考え るが、

今後検討 し ていかなけ ればいけ ない。

学校教育においてマルチ セ ンソ リ ー ・ ス ト ー リ ー テリ

ン グを普及 し てい く には、 まずは学校での実践を積み重

ねてい く こ と で、 教員が無理な く 、 楽 し く 、 活用でき、

自分が担当す る児童生徒にも よい効果が得ら れる と確信

でき るこ と が肝要であ る。 効果の確信が得ら れれば、 ま

ずはやっ てみよ う と 、 面白がっ て始めてみる教員 も い る

であ ろ う 。 ま た、 教員自身が、 自分 も 語っ てみたい と 思

え る よ う に働き かけ る には、 ワ ー ク シ ヨ ツ プ形式 な どで

教員が体験的に学ぶ機会も効果的だと考え る。

マ ルチ セ ン ソ リ ー ・ ス ト ー リ ーテ リ ン グは多 く の可能

性 を秘めてい る。 今回のス ト ー リ ーテ リ ン グのよ う に英

語での語り は障害のある子 どもの外国語活動や英語科の

授業に活用す るな ど教育上のねらい を広げるこ と も でき

るだろう 。 人間の大切なこ と を学び、 相互に理解を し、

そ し てあり のままに語るこ と で、 自分の内面にある問題

を整理するこ と ができ、 障害を持つ自分 を肯定するこ と

につながるかも し れない。 

V. 結語
知的障害のあ る児童生徒にと っ て効果的なス ト ー リ ー 

テ リ ン グにな る よ う 、 語り 手は、 声の コ ン ト ラ ス ト 、 顔

の表情、 ジェ スチ ヤー、 オノ マ ト ペ、 小道具な どを用い

て、 物語を理解でき るよ う 、 そ し て、 聞き手が参加でき

るよ う 語り の工夫 を し てい く 必要がある。 現場の教員が

楽 し く 活用でき るよう 、 実践的な教員研修も検討 し てい

かなけ ればいけ ない。 
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